


















































































































































こ が ね い
金井智
ともひろ
弘、齊藤　知秀、齋藤　和明、高橋　祐太、大橋　有香、
　北間　幸恵、栗原加奈子、島田　勝広、平野　景太、小松本　悟
【背景】当院では、除水・抗凝固剤投与計画、看護記録、ME記録等を統合した透析
部門システムFuture Net Web+（以下FNW）を使用している。透析ごとに電子カル
テシステムHOPE/EGMAIN-GX（以下電カル）に透析実績を送信している。今年、電
カルの抜本的な更新が土日の病院閉庁日に行われ、その間は電カルの停止が余儀な
くされた。一方、土曜日は透析センターの業務日であり、透析患者数は38名であった。
その際、メーカーによると電カル停止中はFNWでの運用は推奨できないという見解
であった。紙媒体運用でシミュレーションをしてみたが業務負担が大きかったため、
医師、看護師、臨床工学技士、医療情報課で運用チームを作り、検討した。
【方法】FNWは電カルに対して単方向に通信するシステムのため後日、透析実績を送
信すれば電カル停止中もFNWでの運用が可能であることが分かったので電カル更新
後に透析実績を送信することで調整した。万が一、電カル更新後に送信できなかっ
た場合はFNWの経過表に手入力で入力し、透析実績を送信することにした。
【結果】電カル停止中もFNWが問題なく使用でき、更新後に透析実績を正確に送信す
ることができた。
【まとめ】チーム全体で問題を共有することで、電カル停止時もFNWを使用し人員や
業務量を変えずに通常業務を行うことができた。また翌日、電カル更新後に透析実
績を送信しても通信エラー等の不具合はなかった。しかし、災害発生時やシステム
ダウン時には紙媒体での運用が求められるので、定期的にシミュレーションを行っ
ていきたい。電カルシステムの更新を通じてFNWの運用方法を見直すことができた。
